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陳 述 書

いであ株式会社
環境創造研究所 ,

試験委託者 .:環境省

表 題 :-ビバル酸のメダカ (or卿層ザ,/""〃鮎)に対する急性毒性試験

試 験 番 号 : 0907‐203

本試験は、厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長及び環境省総合環境政策局長ー ー ‐ 、‐、 ー - -- - .

通知「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」 (平成15年11月

21日付け薬食発第1121003号、平成 16・11'"製局第 3号、環保企発第031121004号、平成20年7

月4日最終改正)及び、同通知別添‐5「藻類生長阻害試験、ミジンコ急性遊泳阻害試験、魚類急

性毒性試験、ミジンコの繁殖に及ぼす影響に関する試験、魚類の初期生活段階における生息文

は生育に及ぼす影響に関する試験及‐びユスリカの生息又は生育に及ぼす影響に関する試験に際

して付加される事項」に準拠して実施したものである。

よりm 年 ゴ月ノ‘日

試

そ

責任*

-

--
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′ 信 頼 性 保 証‐書

いであ株式会社
環境創造研究所

試験委託者 : 環境省

試験の表題 : ビバル酸のメダカ ( 甥なs ,可かeのに対する急性毒性試験

試験番号 : 0907‐203

本試験は試験計画書及び標準操作手順書に従って実施され、本最終報告書には試験に使用
した方法、手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映していることを下
記のとおり確認した。

監査・査察項目 監査・査察実施日 試験責任者への報告日 運営管理者への報告日

試験計画書 2010年 3月 2日 2010年 3月 2日 2010年 3月 3日

試験計画書変更届 2010年 3月 4日 2010年 3月 4日 2010年 3月、4日

供試魚の測定 2010年 3月 7日 2010年 3月 8日 2010年 3月 9日
被験物質溶液調製時,
暴露実験開始時,試料
分析時

2010年 3月 8日 2010年 3月 8日 2010年 3月 9日

暴露実験終了時 2010年 3月 12日 2010年 3月 12日 2010年 3月 12日

最終報告書 2010年 3月 16日 2010年 3月 16日 2010年 3月 16日

D/ ◇ 年 げ月ノ‘日

信頼性保証担当者 .
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6. 試験委託者

名称 : 環境省

所在地 : 〒100‐8975 東京都千代田区霞が関 1-2‐2

7. 試験受託者

名称 : いであ株式会社

・所在地 : 〒 154‐0012 東京都世田谷区駒沢 3‐15‐1

代表者 : 代表取締役会長兼社長
ーーーー

8, 試験施設

名称 : いであ株式会社 環境創造研究所 .

所在地 : 〒421‐0212 静岡県焼津市利右衛門 1334‐5

9, 試験関係者

′ ノ

　 　

■

試験責任者 : ( 2010年 3月 16日 )

(所属 リスク旨※ ノープ)

試験担当者 : ( 2010年 3月 16'日 )

(操作全般、化子 、とりまとめ)

:　　　試験担当者 : ( 2010年 3月 16日 )▼

10,試験期間

試験開始日 : 2010年 2月 26日

暴露実験開始日 : 2010年 3月 8日

暴露実験終了日 : 2010年 3月 12日

試験終了日 : 2010年 3月 16日

11.記録及び試資料の保管

本試験に関する下記の記録及び試資料は、試験終了後、いであ株式会社環境創造研究所

の試資料保管施設に保管する。
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1 被験物質

1,1 名称、構造式及び物理化学的性状

1)名称 : ピバル酸

2) 別名 : ピパリン酸、 トリメチル酢酸、 2,2‐Dimethyl-Propalloie acid

. 3)CAS 番号 :75 ‐98‐9

.4) 構造式 cHa o

6)・分子式 : C6Hゅ021)

,6)分子量 :‐102,13 3)

7) 蒸気圧 , :0.lkpa(20℃)1}

8) 対水溶解度 - :2.、5g/1OQ 叫 (20℃ )1}、 2,5%(20℃)2),1g/40mL 、温水に可溶 81

9)1‐秒タノール/水分配係数 :1,41} 、1.48の
.

10) 融点, - : 34℃ (凝固点)')、 35,5℃ 2}{ 35,3℃ 3}

・11) 沸点 :164 ℃ ,‘)、 163.8℃ 2〉、 163,7℃ S)

12)常温における性状 : 白色の結晶~塊で刺激臭あり1)、白色の液体又は固体で刺激臭

あり2)、白色~わずかにうすい黄色の塊、無色~ わずかにうす

い黄色の液体3})

13)安定性 :・通常条件で安定である 2}、安定 3)

14)溶媒に対する溶解度-- アルコール ・エーテル に易溶 1)、エタノール・,ジエチルエトテ ,
　 　 　

ー ルに易溶望 エタノ『ル・エーテルに混和め

15)試験用水に
対する溶解度 : ≧200 mg/L(23.9‐℃)( 当試験施設確認値)

参考)
1)

,纏
安全データシート '■ ■ L

・2) f品安全データシート
8) 製品安全データシート

1,2 供試試料

,),,ロット番号 :-- , . 一 ,

2)純度 :99,9%(GC)

3)不純物の名称及び :不明
.

含有量 , r
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4)供給者

5)入手量
.

・

6)入手日
【付属資料‐51

25 g × 2本

2010年 1月 21: 2010年 1月 21日

試験成績書、
.

1.3 保管方法及び保管条件下での安定性

1)保管方法

2)供試試料の確認

3)保管条件下での
安定性の確認

1,4 暴露条件下での安定性

被験物質は、遮光・密閉し、当試験施設内調製室 (GLP対象

施設)内の被験物質保管容器 (常温)に保管した。

入手した供試試料が目的とする物質と同一であるとの確認

は、製造会社の試験成績書【付属資料‐51 をもって代用し

た 。 ,

実験開始前及び実験終了後に測定した被験物質の赤外吸収

スペクトルに変化がみられなかったことから、保管条件下

で安定であったと判断した。

設定濃度 loom影Lの試験液を用いて暴露条件下での安定性試験を実施した。試験液調製時

の実測濃度は 94.6 mg/Lであり、48時間後では 99.8m彰Lであったことから、本披験物質は

試験用水中で安定性が高いものと考えられた。したがって、本試験は 48時間後に全試験液を
,

. ・

交換する半止水式で試験を実施するものとした。.
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1試験成績審 1ハ ページ

試験成績書

2010年01月21日

寛東ずり茂工業株式会社
〒 103‐0029
東京都中央区日本橋本町午丁目
TE」:03(5640)aB60 ドぬ×;

-=

品名:PivalicAcid,

“ .-

ー --

製品コード;P0461 等級 :GR 製品ロット: 判定:合格

項目 結果 . 規格値

純度(GC)
純度(中和滝定)
凝固点 ‐

99.9 96

99.7 呪o

35.odeg ‐C

919.09io以上

98.0 明o以上

32.0 ~ 36.ode C

,(

際馨票三言語認きi;…ぎざぎざ馨副』 2010/01/21

‐ 35 ‐
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